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１．許 可 申 請 の 概 要 
 
 
 (1) 工 場 の 概 要 
 

 
 
 工 場 又 は       
 事 業 場 の       
 名      称 

 
 
三井化学株式会社 徳山分工場 

 
 
 
 所  在  地 

 
 
山口県周南市徳山港町３番１号 

 
 
 業      種 

 
 
有機化学工業製品製造業 

 
 
 従 業 員 数 

 
 
５５人 

 
 
 
 主要製品名       

 
・ポリエーテルポリオール（ＰＰＧ） 
・ポリマーポリオール（ＰＯＰ） 
・ポリエステルポリオール 

 
 
 特 定 施 設       
 
（番号・名称・ 
 
  基数 ） 

 
・４６－イ 水洗施設（４基） 
・４６－ロ 濾過施設（９基）（４基追加） 
・４６－ニ 廃ガス洗浄施設（４基）（追加） 
・３３－イ 縮合反応施設（１基） 
 

 
 
 
 排   水   量 

 
 
 
通 常 

 
 
 

２２,０００㎥／日 

 
 
 
最 大 

 
 
 

２２,０００㎥／日 

 
 
 
 排水量及び       
 
 負   荷   量 
 
 の  増  減 

項目 変更前 変更後 増減 

排水量 22,000㎥/日 22,000㎥/日 増減なし 

ＣＯＤ負荷量 111.2kg/日 111.2kg/日 増減なし 

ＳＳ負荷量 110kg/日 110kg/日 増減なし 

Ｔ－Ｎ負荷量 20.8kg/日 20.8kg/日 増減なし 

Ｔ－Ｐ負荷量 0.83kg/日 0.83kg/日 増減なし 

 
 
 
 排 水 処 理       
 
 施設の種類       
 
 及   び   数 

 
 
 
 油水分離施設 ３ 
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(2) 特定施設の設置（変更）の理由及び概要 

 

・ろ過施設（４６-ロ）、廃ガス洗浄施設（４６-ニ）を特定施設として申請し

ます。 
 
 
 
 
 
 
 (3) 排水口における排出水の汚染状態及び量が減少（変わらず）の場合は理由 
 
 

・今回申請する特定施設のうち工場排水口につながる特定施設からの排出水

は、これまでの申請に包含していたため、工場排水口における汚染の状態

及び量の変化はありません。 
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２．施行規則第４条第１項の既定に関する事項 
 
 (1) 工場又は事業場からの排水経路並びに工場又は事業場の排水口の位置及び数 
 
   ア 排水口の位置   添付図  第１図のとおり 
 
   イ 排水口の数                   １カ所 
 
     ウ  排水系統及び水系図の略図 
 
 

    添付図 第１、２図のとおり 
 
 
 
 
 
 
 
 （ 例 ） 
 
  ○○工程 → ××排水処理施設 → №１排水口 → △△川→ 瀬戸内海（ ◎◎湾 ） 
    
  生活排水 
         

      №２排水口                                            
 
 
 (2) 工場又は事業場の排水口の周辺の公共用水域について定められている水質汚濁に係る環境基 
 
   準その他水質汚濁に係る環境保全上の目標に関する事項 
 
   ア 水質汚濁に係る環境基準 
 
      (ｱ) 人の健康に係る環境基準 
 
 
 
 項目 

 
 ｶﾄﾞﾐｳﾑ 

 
全シアン 

 
鉛 

 
六価 

クロム 

 
 砒 素 

 
 総水銀 

アルキル 

水銀 

 
 ＰＣＢ 

ジクロロメ

タン 

 
  基  
  準 
  値 

 
0.003   

 ㎎／ℓ 
以下   

 
 検出さ 
 れない 
 こと 

 
 0.01    
 ㎎／ℓ 
 以下   

 
 0.02    
 ㎎／ℓ 
 以下   

 
 0.01    
 ㎎／ℓ 
 以下   

 
 0.0005 
 ㎎／ℓ 
 以下   

 
 検出さ 
 れない 
 こと 

 
 検出さ 
 れない 
 こと 

 
 0.02    
 ㎎／ℓ 
 以下   

 
 
 
 項目 

四塩化
炭 素 
  

1,2-ｼﾞｸ
ﾛﾛｴﾀﾝ 
  

1,1-ｼﾞｸ
ﾛﾛｴﾁﾚﾝ 
 

ｼｽ-1,2-
ｼﾞｸﾛﾛｴﾁ
ﾚﾝ 
 

1,1,1-ﾄ
ﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 

1,1,2-ﾄ
ﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁ
ﾚﾝ 
  

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴ
ﾁﾚﾝ 

1,3-ｼﾞｸ
ﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟ
ﾝ 
  

 
  基  
  準 
  値 

 
 0.002 
 ㎎／ℓ 
 以下 

 
 0.004 
 ㎎／ℓ 
 以下 

 
 0.1  
 ㎎／ℓ 
 以下   

 
 0.04 
 ㎎／ℓ 
 以下   

 
 1 
 ㎎／ℓ 
 以下   

 
 0.006 
 ㎎／ℓ 
 以下   

 
 0.01 
 ㎎／ℓ 
 以下   

 
 0.01 
 ㎎／ℓ 
 以下   

 
 0.002 
 ㎎／ℓ 
 以下   

 
 
 
 項目 

  
チウラム 

ｼﾏｼﾞﾝ 
（CAT） 

 
 ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙ
 ﾌﾞ(ﾍﾞﾝ 
 ﾁｵｶｰﾌﾞ) 

 
ベンゼン 

 
 セレン 

 
硝酸性窒素 

   及び 
 亜硝酸性窒素 

 
ふっ素 

 
ほう素 

1,4- 
ｼﾞｵｷｻﾝ 
 

 
  基  
  準 
  値 

 
 0.006 
 ㎎／ℓ 
 以下 

 
 0.003 
 ㎎／ℓ 
 以下 

 
 0.02  
 ㎎／ℓ 
 以下   

 
 0.01 
 ㎎／ℓ 
 以下   

 
 0.01 
 ㎎／ℓ 
 以下 

 
 10 
 ㎎／ℓ 
 以下   

 
 0.8  
 ㎎／ℓ 
 以下   

 
 1 
㎎／ℓ 

 以下 

 
 0.05 
㎎／ℓ 

 以下 
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      (ｲ) 生活環境に係る環境基準 
 

 
排 出 先 の 河 川 ・ 海 域 名 

 
徳山・笠戸
湾 

   

 
環 境 基 準 点 

ＴＤ-２１    

 
環 境 基 準 類 型 

 
Ｃ 

   

 
 
 
 
基 
 
 
 
 
準 
 
 
 
 
値 

 
水 素 イ オ ン 濃 度（PH） 

８．３以
下 

７．０以
上 

   

 
生物化学的酸素要求量（BOD）㎎／ℓ 

－    

 
化 学 的 酸 素 要 求 量（COD）㎎／ℓ 

８以下    

 
浮 遊 物 質 量（SS） ㎎／ℓ 

－    

 
溶 存 酸 素 量（DO） ㎎／ℓ 

２以上    

 
大 腸 菌 数  CFU／100mℓ 

－    

 
ｎ－ヘキサン抽出物質  ㎎／ℓ 

－    

 
全 窒 素  ㎎／ℓ 

－    

 
全 燐  ㎎／ℓ 

－    

 
   イ その他の水質汚濁に係る環境保全上の目標 
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 (3) 工場又は事業場の各排水口における排出水の汚染状態の通常の値及び最大の値並びに当該排 
 
   出水の１日当たりの通常の量及び最大の量並びに当該排出水の汚濁負荷量 
 

 

 排水口     

 番号又は 
 

 名   称 

 

         区 分 

 
 

  項 目 

 

     現      状 
 

    設  置（変更）後 
 

 負荷量の 

 
 増  減 

通常 

  
最大 

 
※負荷量 

  
通常 

  
最大 

 
※負荷量 

  

 
総合排
水口 

  

排水量ｍ3／日 
  

 
22,000 

 
22,000 

 
－ 

 
22,000 

 
22,000 

 
－ 

 
無 

 
 水素イオン濃度 

       （ PH ） 

 
7.0 

 
5.9～ 
8.5 

 
－ 

 
7.0 

 
5.9～ 
8.5 

 
－ 

 
無 

 

 生物化学的酸素 
 要求量（BOD） 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

 

 化学的酸素要求 

 量    （COD） 

 
5.１ 

 
16.9 

 
111.2 

 
5.１ 

 
16.9 

 
111.2 

 
無 

 

 浮 遊 物 質 量 

       （ SS ） 

 
5 

 
10 

 
110 

 
5 

 
10 

 
110 

 
無 

 

 全  窒  素 
       （T－N） 

 
0.95 

 
2.1 

 
20.8 

 
0.95 

 
2.1 

 
20.8 

 
無 

 

 全     燐 

       （T－P） 

 
0.04 

 
0.2 

 
0.83 

 
0.04 

 
0.2 

 
0.83 

 
無 

  

排水量ｍ3／日 
 

       

 

 水素イオン濃度 
       （ PH ） 

       

 
 生物化学的酸素 

 要求量（BOD） 

       

 

 化学的酸素要求 

 量    （COD） 

       

 

 浮 遊 物 質 量 
       （ SS ） 

       

 

 全  窒  素 

       （T－N） 

       

 

 全     燐 

       （T－P） 

       

 
 
    ※ 負荷量（㎏／日）＝ 最大排出量（m3／日）× 通常水質（㎎／ ）× 10

-3
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 (4) 周辺公共用水域の水質の現況及び排出水の排出に伴い予測される周辺公共用水域の水質の変   
     化の程度 
 
 ア 海  域 
 
 採水機関名       

 
  

 
 分析機関名      

 
  

 
 
 測 定 点 名 

 

採水年月日及び時間           区分 項目 水温(℃) p H COD（mg
/l） 

SS（mg
/l）  

T-N（m
g/l） 

T-P（m
g/l）  

DO（mg
/l） 

 
 第１回 
       年  月  日 
 
            時    分 
 干満の別： 

 
 
 
水 
 
 
質
  
 
の
  
 
現
  
 
況 

 
表 層 

       

 
中 層 

       

 
平 均 

       

 
 第２回               
       年  月  日 
  
            時    分 
 干満の別：         

 
表 層 

       

 
中 層 

       

 
平 均 

       

 
 第３回               
       年  月  日  
            時    分 
 干満の別：         

 
表 層 

       

 
中 層 

       

 
平 均 

       

 
総     平     均 

       

 
将   来   水   質 

       

 
 
 
 測 定 点 名 

 

採水年月日及び時間           区分 項目 水温(℃) p H COD（mg
/l） 

SS（mg
/l）  

T-N（m
g/l） 

T-P（m
g/l）  

DO（mg
/l） 

 
 第１回 
       年  月  日 
 
            時    分 
 干満の別： 

 
 
 
水 
 
 
質
  
 
の
  
 
現
  
 
況 

 
表 層 

       

 
中 層 

       

 
平 均 

       

 
 第２回               
       年  月  日 
  
            時    分 
 干満の別：         

 
表 層 

       

 
中 層 

       

 
平 均 

       

 
 第３回               
       年  月  日  
            時    分 
 干満の別：         

 
表 層 

       

 
中 層 

       

 
平 均 

       

 
総     平     均 

       

 
将   来   水   質 
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 測 定 点 名 

 

採水年月日及び時間           区分 項目 水温(℃) p H COD（mg
/l） 

SS（mg
/l）  

T-N（m
g/l） 

T-P（m
g/l）  

DO（mg
/l） 

 
 第１回 
       年  月  日 
 
            時    分 
 干満の別： 

 
 
 
水 
 
 
質
  
 
の
  
 
現
  
 
況 

 
表 層 

       

 
中 層 

       

 
平 均 

       

 
 第２回               
       年  月  日 
  
            時    分 
 干満の別：         

 
表 層 

       

 
中 層 

       

 
平 均 

       

 
 第３回               
       年  月  日  
            時    分 
 干満の別：         

 
表 層 

       

 
中 層 

       

 
平 均 

       

 
総     平     均 

       

 
将   来   水   質 

       

 
 
 イ 河  川 
 
 採水機関名       

 
  

 
 分析機関名       

 
  

 
 水域・測定点名       項目 

区分・日時 
p H BOD（m

g/l） 
COD（m
g/l）  

SS（mg
/l）  

T-N（m
g/l） 

T-P（m
g/l）  

流量（
mg/l）

  

DO（mg
/l）  

  
 
月 
 
 
日 

 
   ： 

        

 
   ： 

        

 
   ： 

        

 
  平  均 

        

 
  将  来  水  質 

        

  
 
月 
 
 
日 

 
   ： 

        

 
   ： 

        

 
   ： 

        

 
  平  均 

        

 
  将  来  水  質 

        

  
 
月 
 
 
日 

 
   ： 

        

 
   ： 

        

 
   ： 

        

 
  平  均 

        

 
  将  来  水  質 
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 ウ その他当該水域に関する事項 
 
 
 
類型：C 測定点：TD-21（644-04） 

     
月 採取位置 ｐH DO COD 大腸菌数 油分 T-N T-P     
4  表層  8 8.7  1.7    0.24 0.032 
5  表層  8.2 9.4  2.7 
6  表層  8.1 9.4  1.9    0.75 0.022 
7  表層  8.4 9.5  2.8 
8  表層  8.2 7.3  2    0.29 0.018 
9  表層  8.1 7.1  2.2 
10  表層  7.9 7.3  2    0.54 0.041 
11  表層  8 7.6  1.6 
12  表層  8.1 8.5  1.6    0.74 0.026 
1  表層  8 9  1.3 
2  表層  8 10  1.4    0.51 0.024 
3  表層  8.1 10  1.9       
平均   8.1 8.7  1.9    0.51 0.027 
75％値     2 

 
 
※令和 6年版 環境白書 参考資料集 P94より抜粋 
 
※単位等：大腸菌 CFU/100ml、その他（pH を除く）mg/L を示す。 
採取位置の全層とは、表層及び中層の平均を示す。 

 
 

 

 

 

 

 (5) 影響範囲及び予測の方法 
 
  ア 汚濁負荷量の増加の有無  （ 有 ・ 無 ） 
 
        （ただし、汚濁負荷量の増加がない場合は、イ以下は省略する。） 
 
    イ 排出水の公共用水域での影響範囲 
 
     添付第   図 
 
 
 
 
 
  ウ 予測の方法 
 
   ア）海 域 
 
    (1) 新田式（ log（r 2θ／2）＝1.226 log Q + 0.086 ）から求めた周辺公共用水域の外縁 
 
     までの距離（ r ）は、    mです。 
 
     （注）θ＝       （ 拡散角度 ） 
 
                Q＝      ／日（ 最大排水量 ） 
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 (2)  ヨーゼフ・ゼンドナー式｛ C＝1－exp（－ Q0    （  1  －  1  ））｝ 

                                                     θｄｐ        ｘ     ℓℓ 
          から求めた希釈率（Ｃ）は次のとおりです。 

 

       C（ r  ／3 の地点 ）＝ 

 

       C（ 2r ／3 の地点 ）＝ 
 

       C（  r   の地点 ）＝ ０ 

 

      （注）    Q0 ＝     ㎥／日（ 最大排水量 ） 

 
                      θ＝              （ 拡散角度 ） 

 

                      ｄ＝ 2 m 

 

                      ｐ＝ 864 m／日 

 

                      ｘ＝     m、     m（ r／3、2r／3の距離 ） 
 
                      ℓ＝         m（ rの距離 ） 

 

 
    (3) S' ＝S1＋（ S0－S1 ）●C から将来の水質を予測すると、 

 
               （ r ／3の地点 ） 

 

                 S'（COD）＝    ＋（       －      ）＝     
 

                 S'（ SS  ）＝    ＋（      －      ）＝     

 
                 S'（T－N  ）＝    ＋（      －      ）＝     

 

                 S'（T－P  ）＝    ＋（      －      ）＝     
 

               （ 2r ／3 の地点 ） 

 
                 S'（COD）＝    ＋（      －      ）＝     

 

                 S'（ SS  ）＝    ＋（      －      ）＝     

 

                 S'（T－N  ）＝    ＋（      －      ）＝     
 

                 S'（T－P  ）＝    ＋（      －      ）＝     

 
               （  r の地点 ） 

 

                 S'（COD）＝    ＋（      －      ）＝     

 

                 S'（ SS  ）＝    ＋（      －      ）＝     
 

                 S'（T－N  ）＝    ＋（      －      ）＝     
 

                 S'（T－P  ）＝    ＋（      －      ）＝     
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   イ）河 川 
 

            
S' ＝ SQ ＋（ S0 Q0 －S0' Q0' ） から将来の水質を予測すると、 

                     Q ＋（ Q0 － Q0' ） 
 
 
          地点名（           ） 
 
                

S'（BOD）＝                                     ＝ 

 
                

S'（COD）＝                                     ＝ 

 
                

S'（ SS  ）＝                                     ＝ 

 

                
S'（T－N

  ）＝                                     ＝ 

 

                
S'（T－P

  ）＝                                     ＝ 

 
 
 
          地点名（           ） 
 
                

S'（BOD）＝                                     ＝ 

 
                

S'（COD）＝                                     ＝ 

 
                

S'（ SS  ）＝                                     ＝ 

 

                
S'（T－N

  ）＝                                     ＝ 

 

                
S'（T－P

  ）＝                                     ＝ 

 
 
 
          地点名（           ） 
 
                

S'（BOD）＝                                     ＝ 

 
                

S'（COD）＝                                     ＝ 

 
                

S'（ SS  ）＝                                     ＝ 

 

                
S'（T－N

  ）＝                                     ＝ 

 

                
S'（T－P

  ）＝                                     ＝ 
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(6) その他当該特定施設の設置が環境に及ぼす影響についての事前評価に関して参考となるべき 
 
   事項 
 

・工場排水口における汚染状態及び量に変化はなく、環境影響に変化はあ

りません。 

 

 

当工場における管理体制などは以下の通りです。 

 

１．特定施設の管理体制 

・1日 3回パトロールによる目視点検 

 

２．総合排水口の水質測定 

・pH ：常時測定 

・COD ：1時間に 2回測定 

・T-N、T-P：3時間に 1回測定 

・SS、APHA、n-ヘキサン抽出物質（鉱油類）：月に１回外部委託分析 



 

三井化学(株)徳山分工場 

水系図 

総合排水口 

第１図 



地

区

Ｐ

油
水
分
離
施
設

Ｂ

(有害物質貯蔵指定施設に

移送後、外部焼却処理）

業種その他の区分 １２２

①洗浄排水 （外部焼却処理）

４６－イ ②水洗施設（１） （外部焼却処理）

【D-601】

水洗施設（２）

【MXR-2】

水洗施設（３） （外部焼却処理）

【MXR-4】

水洗施設（４） （外部焼却処理）

【MXR-520】

４６－ロ 2-2 濾過施設（２）

【F-27】 【MXD-9】

油水分離施設

2-3 濾過施設（３） （外部焼却処理）

【F-28】

2-10 濾過施設（１０） （外部焼却処理）

【F-21】

2-4 濾過施設（４）

【F-32】

2-5 濾過施設（５）

【F-530】

2-6 濾過施設（６）

【F-550 】

2-7 濾過施設（７） （外部焼却処理）

【F-102B】

2-8 濾過施設（８） （外部焼却処理）

【C-861】

2-9 濾過施設（９） （外部焼却処理）

【F-24】

４６－二 ③廃ガス洗浄施設（１）【③洗浄塔（Ａ）ＰＥ】

【C-541】

④廃ガス洗浄施設（２）【④洗浄塔（Ｂ）ＰＥ】

【C-83】

⑧廃ガス洗浄施設（３） （外部焼却処理）

【T-570】

⑨廃ガス洗浄施設（４） （外部焼却処理）

【D-613】

23 真空ポンプ封水（直接冷却水）

⑤バロコン水（Ａ）

101 ＰＥ工程冷却水（蒸気ドレン含）

３３－イ⑦縮合反応施設（１）

総合排水口

市水受入

工業用水受入

Ｔ

地

区

Ｂ

5.5の他の区分 ２３２－１（２３５－１）

厚生棟 ⑱生活排水（蒸気ドレン含）

事務棟 ⑲浄化槽

警備室他

業種その他の区分 ２３２－１（２３５－１）

分析室 ⑳生活排水

地区

市水

工業用水

業種その他の区分 共通

用役センター 51 缶水ブロー水 53 浄水器逆洗水

52 軟水器ブロー水 54 エアコン冷却水

55 冷却水ブロー水（蒸気ドレン含）

業種その他の区分 ２３２－１

Ｔ７ ㉑浄化槽

業種その他の区分 ２３２－１

Ｔそ ㉒浄化槽

Ｃ
2

Ｃ
1

Ｃ
3

Ｃ
4

緊急排水ピット

（休止排水処理場転用）

４００ｍ３

業種その他の区分 ２３２

24 浄化槽
Ｈ
地区

Ａ

工水

ブロ－

水

57

Ｃ
4

【MXD-530】

（※－２）

C３－１

C３－１

C３－２

C３－３

C３－３

用水及び排水の系統図 凡 例

試料の採取、及び計測（濃度）場所

量の計測場所

特定排出水、又は排出水

特定排出水外の排出水

用 水

上段：負荷量（ｋｇ／日）

下段：排出水量（ｍ3／日）

第２図

（※－２）

０５２８－１

【T-52】
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